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各団体による野菜の消費拡大の取組みについて 

 

  

会 員 名 取 組 概 要 

主婦連合会 

 

 

１．販売促進イベント 

主婦連合会と生産者と共催で、２か月に 1 度、東京都千代田区六番町にあります主婦会館プラザエフ

入り口において、農民連や八丈島の生産者が産直市と称して、野菜、加工品の販売をします。次回は、

12 月 4 日 11 時から、プラザエフのロビーで主婦連がバザーを行い、同じ日に産直市を開催する予

定です。生きる基本の「食」、生産者と消費者のつながりから大切にいただく事の再認識、新しい野

菜やメニューなどを生産者から聞くことが出来ること、などがうれしい産直市です。 

 

 

資料 ４ 
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会 員 名 取 組 概 要 

青果物健康推進協会 

 

 

１．学校給食を通した家庭での消費喚起の取組み 

（1）東京・大阪・福岡で学校栄養士コミュニティを定期開催中で、給食を通じて郷土料理を提供し、レ

シピを各家庭に配布し、波及させる。（11月～2月） 

【参加校】 

・東京…73校・大阪…15校・福岡…37校 

【郷土料理例】 

・八戸せんべい汁（青森県）：ゴボウほか 

・筑前煮(福岡県)：タケノコほか 

・のっぺ汁（新潟県）：サトイモほか 

・ゴーヤチャンプル（沖縄県）：ゴーヤほか 

 

2．社員食堂と産地を連携させた郷土料理の提供（ポスター参照）（11月～2月） 

（1）連携社員食堂に有名料理人の野菜使用の多いレシピを提供し、消費拡大へ。 

・連携する社員食堂は、ＮＥＣ、キヤノンファインテック、ＮＴＴデータ、沖電気、魚国総本社、ヤ

フー等80箇所程度の予定 

（2）郷土料理は、八戸せんべい汁（青森県）、がめ煮(福岡)、鶏飯・芋羊羹（鹿児島） 

（3）料理番組や研修会等を通じて家庭での消費も喚起する。 
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会 員 名 取 組 概 要 

全国農業協同組合連合会  

１．ラジオ放送局（関東圏）と連携した取組み 

（１）実施時期：平成 26 年 11 月 3 日（月・祝） 

（２）内容： 

ア．ラジオによる事前告知等を含む青果物の販売促進イベントの実施 

  イ．アンジェレのポスター掲示、チラシ配布でアンジェレの訴求をおこなう 

 

２．トマト・きゅうり主産県との連携した取組み 

（１）実施時期：平成 26 年 11 月 1 日（土・祝） 

（２）内容： 

ア．ＮＨＫ放送センター前で、試食品（トマト・きゅうり）の提供 

イ．各主産県のポスターの掲示、産地リーフレットの配布 

 

３．大学生協との連携による栄養相談会 

（１）実施時期：平成 24 年 10 月～12 月 

（２）場所：関東圏の 50 大学（予定） 

（３）内容： 

ア．青果物の摂取促進を内容とする「食生活相談」にてアンケートを実施 

イ．参加者へのサンプリング 

 

※本所での取組みを中心に記載。各県本部においても消費宣伝・消費拡大の取組みを実施。 
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会 員 名 取 組 概 要 

農林水産省 １．農林水産省ホームページにおけるレシピ紹介等 

野菜価格に対応したレシピを農林水産省ホームページ等において紹介し、消費拡大を促進。 

また、フード・アクション・ニッポンホームページに鍋料理を中心とした「おすすめレシピ」を掲載し

て一般向けに周知（11 月～３月）。 

 

２．「鍋ほか推進プロジェクト」の実施 

 今年度も「暖房ほどほどお鍋でほかほか」をコンセプトにして鍋ほか推進プロジェクトを実施。フー

ド・アクション・ニッポン公式サイトにて各地の鍋料理・秋冬野菜イベント情報等を掲載（11 月～２月）。 

 

３．「日本の食魅力再発見・利用促進事業」の実施 

（目的） 

国産農林水産物・食品の消費拡大を図るため、人材・後継者等育成、消費拡大促進対策、商談会等の

開催、消費拡大促進フェア等の取組を行う。 

（取組内容） 

（１）消費拡大全国展開事業 

国産青果物の消費拡大に向けて、地域の食材や食べ方など食文化に関する情報を活用した取組、

新たな消費スタイルの提案を社員食堂等において実施（５月～３月）。 

（２）食のモデル地域育成事業 

京野菜、加賀野菜等の各地の地域食材の消費拡大に向けて、地域関係者との連携による人材育成や商

品開発、販路開拓などの取組を実施（５月～３月）。 
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会 員 名 取 組 概 要 

ＮＰＯ法人 野菜と文化のフォーラム 我が国の食生活の変化、少子高齢化の進展する社会情勢の中で、野菜消費が大きく変化しており、「加

工・業務用野菜」の動向に目が離せない状況にあります。当会においては、昨年、｢野菜流通の変化と将

来展望｣「加工・業務用野菜品種開発の現状」についての講演会を開催いたしました。 

今回の講演会は、好評をいただいた前回の講演会を下敷きとして、「加工・業務用野菜」に深く関って

おられる生産者・中間事業者・実需者の輸入野菜の取組み状況･評価と今後の取組みの方向性についても

お話し頂きます。 

参加者それぞれの立場で「加工・加工用野菜」の現場の実態を理解した上でその将来像を幅広く議論す

るきっかけとなることを願い開催致します。 

これからの野菜全般の状況を把握する内容が期待されますので多くの皆様のご参加をお願いします。 

 

１．日 時：2014 年 11 月２８日（金） 

２、場 所：女子栄養大学(松柏軒) 13:00～17:00(予定) 

  （東京都豊島区駒込３－２４－３ TEL 03-3918-2543） 

３．受 付 開始：12:30～ 

（１）第一部（13:00～14:00） 

「業務･加工用野菜産地・生産者」の契約数量･価格・出荷条件への取組み実態と課題 

講 師：嶋崎秀樹氏（(有)トップリバー 代表取締役） 

        ＊休憩：10 分 

（２）第二部（14:10～15:10） 

  「加工・業務用野菜」中間事業者の定量･定価格供給の取組み実態と課題 

講 師：木村幸雄氏((株)彩喜 代表取締役) 

        ＊休憩：10 分 

（３）第三部(15:20～16:20) 

  「業務･加工用野菜」実需者の国産野菜･輸入野菜との取組み実態と課題 

   講 師：館本 勲武氏（デリカフ－ズ(株)取締役 会長） 

       有井 雅幸氏（東京デリカフ－ズ(株) 執行役員 

（４）総合討論（質疑応答）(16:20～16:50) 

（５）懇親会(情報交換会)（17:00～19:00） 

 

講演会参加費 ： 会員(2000 円) 非会員(3000 円) 

懇親会参加費 ： 会員＆非会員（2000 円） 

募集人員   ： 80 人 
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会 員 名 取 組 概 要 

（一社）ファイブ・ア・デイ協会 １．子どもを対象とした取組 

 スーパーマーケットを活用した体験型学習（5ADAY 食育体験学習） 

 実施予定：年間 1,100 回／園児・児童対象人数 35,000 人 

  ※4 月～実施：954 回／園児・児童対象人数 29,043 人 

 

２．大人を対象とした取組（随時） 

 企業連携による従業員を対象とした食育研修 

 

３．消費者への取組（随時） 

 協会会員スーパーマーケット、メーカーと連携した小売店等での 

野菜摂取啓発ポスター表示物などの掲示 

 野菜・果物の摂取目安量の表示マーク「ポーション・インジケーター」の 

普及、推進活動 

 

４．農林水産省 平成 26 年度 フードチェーン食育活動推進事業 

  【フードチェーンモデル事業】（7 月～3 月） 

 農林漁業収穫体験、工場見学、物流施設見学を伴う食育体験学習 

※当事業は、消費者が、生産現場から食卓までの＜フードチェーンのしくみ＞や＜和食を 

中心とした日本型健康食生活に関する基礎知識＞など食に対する理解を深め、日常で 

の実践につながることを目指した補助事業「フードチェーン食育活動推進事業（モデル 

事業）」の一環です。 

 実施予定：25 回／11 社 

 

  【フードチェーンを通じた食育指導者キャリアアップ事業】（11 月～3 月） 

 食に係わる企業・団体・栄養士会・地方公共団体職員等への食育リーダーを育成する 

キャリアアップ研修プログラムの開発・提供 

※フードチェーンの体系的理解と指導力アップに向けた学習プログラムを提供し、 

各企業・団体等における食育推進リーダーの育成を目的とした補助事業「フード 

チェーン食育活動推進事業（キャリアアップ事業）」の一環です。 

 研修会開催予定：全国 5 ヵ所にて開催予定 

 




